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第
一
回
理
事
会
開
催

　

四
月
七
日
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、

東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
現
況
報
告
及

び
対
応
を
協
議
す
る
為
の
緊
急
理
事
会

が
東
京
都
港
区
の
明
照
会
館
四
階
会
議

室
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

本
会
寄
附
行
為
に
基
づ
き
、
議
長
は

有
田
惠
宗
理
事
長
が
務
め
た
。

　

ま
ず
理
事
会
議
案
第
一
号
「
現
行
寄

附
行
為
上
の
評
議
員
の
変
更
に
つ
い
て

承
認
を
求
め
る
件
」
が
審
議
さ
れ
、
以

下
の
通
り
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

退
任　

池
田
行
信

�

（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

　

就
任　

竹
田
空
尊

�

（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

　

続
い
て
協
議
事
項
第
一
号
「
東
日
本

大
震
災
の
被
害
の
現
況
報
告
に
つ
い

て
」
が
協
議
さ
れ
た
。

　

ま
ず
奈
良
総
務
部
長
よ
り
、
震
災
が

発
生
し
た
三
月
十
一
日
よ
り
今
日
に
至

る
ま
で
本
会
が
行
っ
た
取
り
組
み
と
今

後
の
予
定
に
つ
い
て
、
資
料
に
基
づ
き

説
明
が
行
わ
れ
た
。
四
月
一
日
に
行
っ

た
「
東
日
本
大
震
災
対
策
協
議
会
」
の

協
議
内
容
に
関
し
て
も
報
告
。（
三
頁

理
事
よ
り
各
宗
派
の
被
災
状
況
と
救
援

及
び
支
援
活
動
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

の
現
況
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　

小
林
理
事（
浄
土
宗
）、岡
部
理
事（
真

言
宗
智
山
派
）、
松
井
理
事
（
臨
済
宗

妙
心
寺
派
）、
渡
邊
理
事
（
日
蓮
宗
）、

阿
理
事
（
天
台
宗
）、
竹
田
理
事
（
真

宗
大
谷
派
）

　

続
い
て
協
議
事
項
第
二
号
「
東
日
本

大
震
災
の
本
会
の
対
応
に
つ
い
て
」
が

協
議
さ
れ
た
。

　

戸
松
事
務
総
長
よ
り
、
指
定
寄
附
金

制
度
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

指
定
寄
附
金
制
度
は
阪
神
・
淡
路
大
震

災
時
に
も
適
用
さ
れ
た
税
制
上
の
控
除

で
あ
り
、
公
益
法
人
で
あ
る
寺
院
の
建

物
等
の
修
復
の
た
め
に
寄
付
金
を
募
集

し
た
際
に
個
人
は
寄
附
金
控
除
の
対
象

と
な
り
、
法
人
は
全
額
が
損
金
算
入
の

対
象
と
な
る
制
度
で
あ
る
。

　

財
団
法
人
日
本
宗
教
連
盟（
日
宗
連
）

よ
り
適
用
の
た
め
の
報
告
書
提
出
の
依

頼
が
あ
り
提
出
を
行
っ
た
等
、
現
状
報

告
が
な
さ
れ
た
。

　

続
い
て
奈
良
総
務
部
長
よ
り
、
四
月

二
十
八
日
に
四
十
九
日
法
要
を
行
う
よ

う
呼
び
か
け
を
行
う
事
、
寺
院
で
一
斉

参
照
）

　

次
に
報
道
関
係
の
映
像
を
上
映
。

（
１
）�　

ロ
イ
タ
ー
発　

被
災
地
に
お
け

る
読
経
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
映
像

（
２
）�　

Ｎ
Ｂ
Ｃ
発　

東
京
都
営
瑞
江
葬

儀
所
に
お
け
る
読
経
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
映
像

（
３
）�　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トY

ouT
ube

に
て
配
信
さ
れ
た
被
災
地
に
向
け

た
河
野
太
通
会
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

続
い
て
西
野
広
報
文
化
部
次
長
よ
り
、

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
三
月
十
七
日

よ
り
掲
載
を
始
め
た
「
東
日
本
大
震
災

被
災
地
支
援
情
報
」
に
つ
い
て
、
資
料

と
映
像
を
用
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
今
後
に
お
け
る
継
続
的
な
情
報

の
提
供
依
頼
も
同
時
に
行
わ
れ
た
。

　

垣
内
財
務
部
長
よ
り
、
救
援
基
金
の

現
況
報
告
が
資
料
に
基
づ
き
行
わ
れ
た
。

　

奈
良
総
務
部
長
よ
り
本
会
加
盟
団
体

の
全
日
本
仏
教
青
年
会
（
全
日
仏
青
）

の
宮
寺
理
事
長
が
紹
介
さ
れ
、
宮
寺
理

事
長
よ
り
全
日
仏
青
の
現
地
に
お
け
る

救
援
及
び
支
援
活
動
の
報
告
が
行
わ
れ

た
。

　

以
上
の
報
告
の
の
ち
、
議
長
よ
り
理

事
に
発
言
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
以
下
の

に
鐘
を
鳴
ら
す
よ
う
呼
び
か
け
る
等
の

提
案
を
資
料
に
基
づ
い
て
行
っ
た
。

　

垣
内
財
務
部
長
よ
り
救
援
基
金
へ
の

協
賛
依
頼
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
支
援

先
に
つ
い
て
の
確
認
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
報
告
を
受
け
議
長
よ
り
理

事
に
意
見
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
指
定
寄

附
の
適
用
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
推
し
進

め
て
ほ
し
い
旨
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
救
援
基
金
の
支
援
先
に
つ
い

て
は
、
今
回
に
関
し
て
は
ニ
ー
ズ
に
応

じ
、
加
盟
団
体
に
限
定
せ
ず
に
実
際
に

活
動
し
て
い
る
団
体
に
直
接
し
て
も
よ

い
、
と
の
意
見
が
多
数
出
さ
れ
た
。

　

本
会
か
ら
提
案
を
行
っ
た
四
十
九
日

法
要
に
つ
い
て
は
、
行
方
不
明
者
の
親

族
に
対
し
て
最
大
限
配
慮
し
つ
つ
法
要

の
名
称
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
、
と

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

以
上
の
意
見
を
受
け
、
実
際
に
支
援

を
行
う
支
援
先
の
情
報
提
供
や
活
動
に

関
す
る
情
報
提
供
の
依
頼
が
行
わ
れ
た
。

　

関
連
し
て
中
村
広
報
文
化
部
次
長
よ

り
震
災
支
援
に
関
す
る
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー

ス
配
信
の
取
り
組
み
に
関
し
て
の
説
明

と
協
力
の
要
請
が
行
わ
れ
た
。
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四
月
一
日
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、

東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
情
報
を
共
有

す
る
た
め
同
協
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
主
に
被
災
地
域
を
中
心
と
し

た
東
日
本
の
都
道
府
県
仏
教
会
、
全
日

本
葬
祭
業
協
同
組
合
連
合
会（
全
葬
連
）、

東
京
都
葬
祭
業
協
同
組
合（
都
葬
協
）、

全
日
本
仏
教
青
年
会（
全
日
仏
青
）、
宗

教
者
災
害
支
援
連
絡
会
等
関
連
団
体
が

協
議
会
に
参
加
し
た
。

　

ま
ず
本
会
よ
り
、
被
災
地
の
救
援
活

動
お
よ
び
復
興
支
援
に
向
け
た
各
種
活

動
の
現
況
報
告
が
行
わ
れ
た
。
具
体
的

内
容
は
次
の
通
り
。

・
本
会
「
救
援
基
金
」
よ
り
日
本
赤
十

字
社
に
一
千
万
円
を
三
月
十
六
日
に

寄
託

・「
救
援
基
金
」
の
東
日
本
大
震
災
指

定
寄
付
を
九
月
末
日
ま
で
受
け
付
け

る
こ
と
、
現
状
の
救
援
基
金
の
状
況

等
に
関
し
て
説
明

・
三
月
十
五
日
に
各
加
盟
団
体
に
被
災

地
支
援
に
関
す
る
情
報
提
供
を
呼
び

か
け
、
寄
せ
ら
れ
た
情
報
を
集
約
し
、

全
日
本
仏
教
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び

機
関
誌
『
全
仏
』
に
掲
載
し
て
い
る

・
本
会
が
行
っ
た
被
災
地
支
援
活
動
へ

の
助
成
に
関
し
て
報
告

・
救
援
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
拠
点
確

保
の
活
動
を
進
め
て
い
る
全
日
本
仏

教
青
年
会
の
組
織
形
態
等
に
関
し
て

説
明

・
本
会
が
参
画
し
て
い
る
仏
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｂ
Ｎ
Ｎ
）
が
行
っ

て
い
る
復
興
支
援
募
金
、
及
び
Ｂ
Ｎ

Ｎ
加
盟
の
団
体
が
行
っ
て
い
る
支
援

に
関
し
て
説
明

・「
僧
侶
に
よ
る
被
災
地
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
結
成
の
お
願
い
」
を
加
盟
団

体
に
書
面
送
付
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
に
掲
載
を
報
告
（
関
連
六
頁
）

　

続
い
て
被
災
地
区
の
各
仏
教
会
よ
り

現
況
報
告
。
特
に
福
島
県
仏
教
会
は
津

波
、
地
震
、
原
発
、
風
評
被
害
の
四
重

苦
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
現
状
を
報
告
。

青
森
県
仏
教
会
よ
り
当
日
欠
席
し
た
岩

手
県
仏
教
会
の
状
況
を
報
告
。
現
地
の

仏
教
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
壊
滅
的
被

害
を
受
け
、
ガ
ソ
リ
ン
も
不
足
し
て
い

て
動
き
よ
う
が
な
い
、
等
の
現
状
が
報

告
さ
れ
た
。
他
、
各
地
域
の
被
災
状
況

が
報
告
さ
れ
た
。

　

続
い
て
災
害
に
対
す
る
取
り
組
み
が

報
告
さ
れ
た
。

・
被
災
地
域
の
各
仏
教
会
で
は
可
能
な

範
囲
で
読
経
、
炊
き
出
し
、
お
茶
の

接
待
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
各

寺
院
、
各
地
区
仏
教
会
等
に
お
願
い

し
て
い
る

・
仙
台
仏
教
会
に
て
行
っ
た
読
経
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
詳
細
を
報
告
。

現
場
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
も
参
考
資
料

と
し
て
配
付
。
三
月
末
ま
で
で
百
六

件
の
読
経
を
行
っ
た

・
被
災
地
の
火
葬
場
も
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
て
い
る
為
火
葬
が
進
ま
ず
、東
京
都

営
瑞
江
葬
儀
所
に
ご
遺
体
を
搬
送
し

火
葬
す
る
取
り
組
み
に
協
力
し
た（
東

京
都
仏
教
連
合
会
・
江
戸
川
仏
教
会
）

・
全
日
仏
青
は
、
被
災
地
各
地
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
を

行
い
活
動
拠
点
を
作
る
事
に
現
在
注

力
し
て
い
る
。
先
遣
隊
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
と
連
携
し
茨
城
県
か
ら
順

次
北
上
中

・
全
葬
連
で
は
県
庁
よ
り
要
請
を
受
け

て
棺
等
の
手
配
を
行
っ
た
。
今
後
も

支
援
を
続
け
る
。
現
地
入
り
し
て
の

現
状
視
察
等
に
関
し
て
報
告

・
被
災
者
受
け
入
れ
に
関
し
て
、
宗
教

者
災
害
支
援
連
絡
会
が
三
月
三
十
一

日
に
立
ち
上
が
っ
た
事
が
蓑
輪
顕
量

東
京
大
学
教
授
よ
り
報
告
。
今
後
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
、
受

け
入
れ
を
行
っ
て
ほ
し
い
被
災
者
と

受
け
入
れ
を
行
う
宗
教
施
設
を
繋
ぐ

役
割
を
担
っ
て
い
く

　

http://www.indranet.jp/syuenren/

　

ま
た
、
支
援
活
動
を
行
う
際
に
直
面

し
た
問
題
点
と
し
て
、

・
支
援
を
行
っ
て
い
て
行
政
か
ら
「
救

援
物
資
と
義
捐
金
は
欲
し
い
が
祈
り

（
宗
教
行
為
）
は
い
ら
な
い
」
と
い

う
は
っ
き
り
と
し
た
拒
絶
を
感
じ
る

場
合
が
あ
る
こ
と

・
国
や
市
町
村
も
指
示
や
方
針
が
不
統

一
で
ま
っ
た
く
連
携
が
で
き
て
お
ら

ず
、
非
常
に
混
乱
が
あ
る

・
政
教
分
離
の
原
則
に
基
づ
き
、
行
政

よ
り
身
元
不
明
者
の
ご
遺
体
へ
読
経

を
拒
否
さ
れ
た
等
、
現
地
で
直
面
し

た
問
題
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
た

　

こ
れ
ら
協
議
内
容
を
受
け
、
本
会
よ

り
今
後
の
活
動
に
対
す
る
提
案
を
行
い

閉
会
と
な
っ
た
。（
関
連
二
頁
）

　

今
後
も
本
会
で
は
各
加
盟
団
体
・
関

連
団
体
と
連
携
の
上
様
々
な
方
策
を
通

じ
て
被
災
地
支
援
を
継
続
し
て
い
く
。

東
日
本
大
震
災
対
策
協
議
会
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東
日
本
大
震
災
支
援
活
動
と
し
て
現
地
で

は
加
盟
団
体
・
ご
寺
院
等
が
様
々
な
支
援
活

動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
活
動
の
一

部
を
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
詳
細
に
関
し

ま
し
て
は
全
日
本
仏
教
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
下
さ
い
。

http://w
w
w
.jbf.ne.jp

被
災
地
域
の
仏
教
会
の
取
り
組
み

◦
福
島
県
仏
教
会
（
三
月
二
十
六
日
現
在
）

　

福
島
県
内
に
お
い
て
身
元
不
明
者
へ
の
読

経
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

◦
相
馬
市
仏
教
会

　

災
害
当
初
よ
り
遺
体
安
置
所
に
常
駐
し
、

遺
体
が
火
葬
に
出
る
前
、
枕
経
を
あ
げ
る
。

◦
福
島
市
仏
教
会

◦
郡
山
市
仏
教
会

◦
二
本
松
和
合
会

　

二
十
五
日
よ
り
火
葬
諷
経

◦
会
津
若
松
市
仏
教
会

　

二
十
六
日
よ
り
火
葬
諷
経

　

ま
た
、読
経
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
炊
き
出
し
・

行
茶
活
動
等
を
各
地
区
仏
教
会
に
依
頼
。

◦（
社
）仙
台
仏
教
会
（
四
月
十
二
日
現
在
）

　

身
元
不
明
者
へ
の
火
葬
読
経
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
宮
城
県
宗
教
法
人
連
絡
協
議
会
と

連
携
の
上
、「
宗
教
何
で
も
相
談
所
〜
心
の

ケ
ア
相
談
室
」
を
開
設
、
心
の
ケ
ア
に
尽
力
。

　

避
難
所
と
な
っ
て
い
る
寺
院
及
び
被
災
寺

院
に
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

◦
岩
手
県
曹
洞
宗
青
年
会

�

（
四
月
十
二
日
現
在
）

　

地
元
の
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
の
上
、

各
避
難
所
に
て
被
災
者
支
援
活
動
中
。
読
経

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

◦
盛
岡
市
仏
教
会
（
四
月
十
二
日
現
在
）

　

岩
手
県
曹
洞
宗
青
年
会
と
連
携
の
上
、
避

難
所
寺
院
・
被
災
寺
院
に
支
援
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

炊
き
出
し
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

◦
長
野
県
仏
教
会
（
四
月
十
六
日
現
在
）

　

上
伊
那
仏
教
会
青
年
部
が
三
月
二
十
一
日

〜
二
十
五
日
、
宮
城
県
石
巻
市
門
脇
中
学
校

に
て
合
計
一
万
二
千
五
百
食
の
炊
き
出
し
及

び
配
食
を
実
施
。

　

上
伊
那
郡
内
の
救
援
物
資
輸
送
（
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
三
台
分
）
と
三
ト
ン
の
給
水
活
動
の

実
施
。
そ
の
他
、
現
地
に
て
ガ
レ
キ
撤
去
活

動
を
行
っ
た
。

◦
全
日
本
仏
教
青
年
会（
四
月
十
二
日
現
在
）

　

各
被
災
地
で
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
を
行

い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
拠
点
を
作
成
し

て
い
る
。

　

各
地
で
炊
き
出
し
・
が
れ
き
の
撤
去
・
災
害

に
て
発
生
し
た
ゴ
ミ
の
運
搬
を
行
っ
て
い
る
。

　

避
難
所
等
に
て
行
茶
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
被
災
地
寺
院
に
対
し
て
臨
時
託
児

所
と
し
て
場
所
を
貸
し
て
頂
け
る
よ
う
、
青

森
県
仏
教
会
・
岩
手
県
仏
教
会･

福
島
県
仏

教
会
・
茨
城
県
仏
教
会
・（
社
）仙
台
仏
教
会

へ
本
会
を
通
じ
て
要
請
を
行
っ
た
。

◦
高
野
山
真
言
宗
（
四
月
十
一
日
現
在
）

　

大
崎
市
に
基
地
を
設
置
、
宮
城
・
岩
手
方

面
へ
の
支
援
活
動
継
続
中
。
十
二
日
・
十
三

日
、
台
湾
か
ら
の
義
捐
飯
二
十
八
ト
ン
、
十

二
万
食
を
石
巻
市
・
遠
野
市
に
支
援

◦
真
宗
大
谷
派
（
四
月
七
日
現
在
）

　

各
地
で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
様
々
な
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。

◦
三
条
教
区
・
高
岡
教
区
他

　

仏
教
青
年
会
が
中
心
と
な
り
、
救
援
物
資

を
集
め
、
仙
台
教
務
所
へ
届
け
て
い
る
。
ま

た
、
新
潟
県
長
岡
市
内
の
避
難
所
で
の
炊
き

出
し
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

◦
仙
台
教
区

　

仏
教
青
年
会
が
中
心
と
な
り
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
希
望
す
る
教
区
内
寺
院
へ
内
容
を
確

認
し
、
班
を
編
成
し
支
援
を
行
っ
て
い
く
予

定
。
ま
た
、
ド
ラ
ム
缶
な
ど
を
携
え
て
、
お

風
呂
に
入
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
計
画
中
。

◦
京
都
教
区

　
「
教
区
救
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」が
中
心
と
な

り
、
真
宗
本
廟
で
の
救
援
金
の
募
金
活
動
を

は
じ
め
る
と
と
も
に
、宗
務
所
や
参
拝
接
待
所

で
の
救
援
物
資
の
受
付
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

◦
山
陽
教
区

　

仏
教
青
年
会
が
姫
路
駅
で
募
金
活
動
と
被

災
者
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
募
集
を
行
っ

て
い
る
。
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
大
き
な
白

布
に
多
く
の
人
た
ち
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書

い
て
も
ら
い
、被
災
地
域
に
届
け
ら
れ
る
予
定
。

　

ま
た
、
災
害
物
資
を
京
都
東
本
願
寺
で
受

付
中
。
全
国
か
ら
多
数
の
物
資
が
寄
せ
ら
れ

て
お
り
、
随
時
被
災
地
へ
搬
送
し
て
い
る
。

◦
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
（
四
月
八
日
現
在
）

　

三
月
十
七
日
に
東
北
教
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
以
降
、
延
べ
六

百
名
を
越
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
よ

る
奉
仕
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。（
活
動
報

各
団
体
の
東
日
本
大
震
災
支
援
活
動
に
つ
い
て
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告
に
つ
い
て
は
本
願
寺
派
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
）

　

http://w
w
w
.hongw

anji.or.jp/

　

本
願
寺
派
東
北
教
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
設
置
後
、
本
願
寺
派
の
僧
侶
・
門

信
徒
に
よ
る
有
志
団
体
「
西
本
願
寺
震
災
支

援
ネ
ッ
ト
」
が
立
ち
上
が
り
、
北
海
道
教
区

の
み
な
ら
ず
、
東
京
・
新
潟
・
富
山
・
東
海
・

奈
良
・
大
阪
・
安
芸
な
ど
、
各
教
区
の
僧
侶

が
次
々
と
自
ら
の
意
志
で
仙
台
に
赴
き
、
同

セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
被
災
者
の
支
援
（
炊
き

出
し
や
読
経
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
被
災
寺
院
の

復
興
）な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
願
寺
派
の
僧
侶
・
門
信
徒
の
有
志
で
発

足
し
た「
西
本
願
寺
震
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」は
、

宗
派
・
他
派
・
民
間
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
と
も
連
携

し
な
が
ら
、
全
国
的
な
被
災
者
支
援
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

◦
曹
洞
宗
（
四
月
八
日
現
在
）

　

三
月
十
六
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
、
曹
洞

宗
災
害
対
策
本
部
員
の
神
野
財
政
部
長
が
シ

ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会（
Ｓ
Ｖ
Ａ
）

職
員
二
名
に
同
行
し
、
被
災
地
に
入
り
情
報

収
集
を
行
っ
た
。

◦
臨
済
宗
妙
心
寺
派
（
四
月
四
日
現
在
）

　

現
地
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
う
た
め
に
、
妙
心
寺
派
寺
院
の
寺

族
、
な
ら
び
に
檀
信
徒
を
対
象
と
し
た
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
制
度
を
開
始
し
た
。
被

災
地
の
災
害
対
策
本
部
と
連
携
し
、
現
地
で

の
ニ
ー
ズ
を
本
山
が
集
約
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
登
録
を
し
た
方
へ
、
適
切
な
活
動
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

◦
浄
土
宗
（
三
月
三
十
日
現
在
）

　

三
月
十
九
日
〜
二
十
八
日
、
第
一
陣
〜
第

四
陣
に
分
け
て
、
福
島
教
区
・
宮
城
教
区
・

岩
手
教
区
災
害
対
策
本
部
、
宮
城
県
石
巻
周

辺
の
避
難
所
へ
災
害
救
援
物
資
（
携
帯
用
カ

イ
ロ
・
飲
料
水
・
毛
布
・
日
用
品
・
食
料
品
・

薬
）
な
ど
を
搬
送
、
現
地
状
況
を
視
察
。

寺
院
等
の
被
災
者
受
け
入
れ
等
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

◦
真
宗
大
谷
派
（
四
月
七
日
現
在
）

　

宗
派
諸
施
設
及
び
別
院
・
寺
院
教
会
に
お

い
て
被
災
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
よ
り
確
認
を

http://w
w
w
.higashihonganji.or.jp

/info/new
s/detail.php?id=241

◦
真
言
宗
豊
山
派
（
四
月
五
日
現
在
）

　

総
本
山
長
谷
寺
で
は
真
言
宗
豊
山
派
災
害

対
策
室
の
要
請
を
受
け
、
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
三
十
キ
ロ
圏
内
に
位
置
す
る
寺
院
、

寺
族
家
族
を
長
谷
寺
境
内
建
物
に
お
い
て
受

け
入
れ
。

◦
臨
済
宗
妙
心
寺
派
（
四
月
四
日
現
在
）

　

住
宅
支
援
（
避
難
者
の
受
入
れ
）
に
つ
い

て
登
録
制
度
を
設
け
、
現
地
の
災
害
対
策
本

部
と
連
携
し
避
難
者
の
受
け
入
れ
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
登
録
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

及
び
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
可
能
。

　

http://w
w
w
.m

yoshinji.or.jp/

◦
孝
道
教
団
（
三
月
三
十
日
現
在
）

　
「
シ
ェ
ア
（
国
際
保
健
協
力
市
民
の
会
）」

の
支
援
と
し
て
、
孝
道
教
団
東
北
別
院
（
山

形
市
小
白
川
町
）
を
、
物
資
の
資
材
置
き
場

と
宿
泊
所
に
提
供
し
て
い
る
。

◦
真
言
宗
善
通
寺
派（
三
月
二
十
三
日
現
在
）

　

善
通
寺
市
役
所
と
連
携
の
上
、
被
災
者
の

方
を
対
象
に
宿
坊
を
提
供
中
。
申
込
み
等
に

関
し
て
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

法
要
等
の
取
り
組
み

◦
高
野
山
真
言
宗

　

四
月
十
一
日
午
後
二
時
時
四
十
六
分
か
ら
、

高
野
山
金
堂
、
高
野
山
東
京
別
院
に
て
「
東

日
本
大
震
災
物
故
者
追
悼
・
復
興
祈
願
法
会
」

を
厳
修

◦
聖
観
音
宗

　

四
月
二
十
八
日
午
後
二
時
よ
り
、
浅
草
寺

本
堂
に
お
い
て
慰
霊
法
要
を
厳
修
。

　

午
後
二
時
四
十
六
分
に
梵
鐘
を
鳴
ら
す
。

◦
天
台
宗

　

総
本
山
延
暦
寺
阿
弥
陀
堂
に
お
い
て
、
慰

霊
回
向
法
要
を
三
月
二
十
九
日
に
勤
修
。

　

ま
た
、
四
月
二
十
八
日
に
総
本
山
延
暦
寺

に
お
い
て
慰
霊
回
向
法
要
を
勤
修
す
る
。

◦
真
言
宗
豊
山
派

　

三
月
十
七
日
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
、
総

本
山
長
谷
寺
観
音
堂
に
お
い
て
「
東
日
本
大

震
災
被
災
者
諸
精
霊
追
善
法
要
」
を
厳
修
。

◦
曹
洞
宗

　

四
月
八
日
、
宗
務
庁
五
階
研
修
道
場
に
お

い
て
、
東
日
本
大
震
災
被
災
物
故
者
追
悼
法

要
を
佐
々
木
宗
務
総
長
導
師
の
も
と
厳
修
。

宗
務
庁
役
職
員
、
檀
信
徒
会
館
職
員
ほ
か
関

係
者
が
参
列
。

◦
念
法
眞
教

　

三
月
十
五
日
、
総
本
山
金
剛
寺
に
於
い
て

東
日
本
大
震
災
慰
霊
法
要
を
勤
修
。

訂
正

　

前
号
（
五
六
八
号
）
五
頁
、「
各
加
盟
団
体
の
被

災
地
支
援
状
況
に
つ
い
て
」
に
関
し
て
、
浄
土
宗
及

び
全
国
浄
土
宗
青
年
会
の
活
動
内
容
に
関
し
て
一
部

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
新
情
報
及
び
正
し
い
情
報
に
関
し
て
は
本
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
て
掲
載
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

関
係
各
位
に
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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表
紙
写
真
紹
介

　「那
須
高
原

　
　
　殺
生
岩
の
千
体
地
蔵
さ
ま
」

　

栃
木
県
の
那
須
高
原
に
あ
る
「
殺
生

石
」
に
い
っ
た
と
き
の
こ
と
。
温
泉
が

湧
き
出
る
そ
の
場
所
に
は「
賽
の
河
原
」

が
あ
り
、
千
体
も
の
お
地
蔵
さ
ま
が
ず

ら
り
と
並
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
に
愛
ら
し
い
ピ
ン
ク
や
赤
、

オ
レ
ン
ジ
の
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
。

　

お
地
蔵
さ
ま
の
前
に
座
っ
て
手
を
合

わ
せ
て
い
る
と
、
い
ろ
ん
な
お
地
蔵
さ

ま
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
に
気
が
つ
き

ま
し
た
。
お
お
ら
か
に
笑
う
お
地
蔵
さ

ま
、
少
し
気
が
弱
そ
う
な
お
地
蔵
さ
ま
、

ピ
リ
ッ
と
厳
し
そ
う
な
お
地
蔵
さ
ま
。

右
を
向
い
て
い
た
お
地
蔵
さ
ま
も
い
れ

ば
、
小
高
い
場
所
に
立
つ
お
地
蔵
さ
ま

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
お
地
蔵
さ
ま
を
眺
め
て
い
た

ら
、「
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
お
地
蔵
さ

ま
が
い
た
ら
、
私
の
こ
と
も
救
っ
て
も

ら
え
そ
う
だ
な
ぁ
…
」
と
思
え
ま
し
た
。

　
「
千
」
と
い
う
数
字
は
仏
教
で
と
て

も
大
切
な
数
字
で
、「
無
限
」
を
意
味

す
る
の
だ
と
、
以
前
お
坊
さ
ん
に
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ず
ら
り
と
並
ぶ

た
く
さ
ん
の
お
地
蔵
さ
ま
は
、
ど
ん
な

人
に
も
「
心
配
な
い
よ
」
と
声
を
か
け

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し

た
。

仏
像
ガ
ー
ルR

　

こ
の
度
の
大
地
震
と
大
津
波
の
犠
牲

に
な
ら
れ
た
多
数
の
ご
遺
体
の
身
元
の

確
認
が
と
れ
な
い
状
態
が
続
い
て
お
り

ま
す
。
ご
遺
体
の
衛
生
面
へ
の
配
慮
も

あ
り
、
各
地
方
自
治
体
の
判
断
で
火
葬

或
い
は
土
葬
と
い
う
対
処
が
で
て
き
て

お
り
ま
す
。
ご
遺
族
を
は
じ
め
、
各
地

方
自
治
体
も
苦
渋
の
決
断
を
迫
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　

地
震
の
直
前
ま
で
日
常
の
生
活
を
さ

れ
て
い
た
家
族
が
、
突
然
の
地
震
に
よ

っ
て
離
れ
ば
な
れ
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

さ
ら
に
は
津
波
に
飲
み
込
ま
れ
、
死
の

直
前
に
ど
の
よ
う
な
思
い
を
巡
ら
し
て

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
の
か
。
身
元

不
明
の
方
々
が
誰
に
も
看
取
ら
れ
る
こ

と
な
く
荼
毘
に
付
さ
れ
て
ゆ
く
の
は
、

あ
ま
り
に
も
悲
し
い
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

全
日
本
仏
教
会
は
三
月
二
十
三
日
に

各
地
域
で
の
葬
儀
の
「
な
ら
わ
し
」
を

尊
重
い
た
し
た
く
、
被
災
さ
れ
た
地
域

と
近
隣
地
域
の
僧
侶
に
対
し
て
、
読
経

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
組
織
結
成
を
お
願
い

い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
地
域
の
「
な
ら
わ
し
」
を

共
有
さ
れ
る
僧
侶
が
集
ま
り
、
次
に
他

県
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
僧
侶
に
「
な
ら
わ

し
」
を
伝
え
、
さ
ら
に
は
一
日
も
早
く

故
人
の
宗
旨
で
葬
儀
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
強
く
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
読
経
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
け
で

な
く
被
災
さ
れ
た
寺
院
の
お
堂
の
片
づ

け
や
、
飾
り
付
け
は
僧
侶
で
な
け
れ
ば

で
き
ま
せ
ん
。
被
災
地
の
僧
侶
達
は
お

檀
家
さ
ん
の
お
弔
い
や
近
隣
住
民
の

方
々
へ
の
支
援
な
ど
で
、
お
寺
の
こ
と

は
後
回
し
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
寺
院

の
住
職
や
副
住
職
が
一
日
も
早
く
、
い

つ
も
ど
お
り
の
法
要
が
で
き
る
よ
う
に

修
繕
す
る
こ
と
も
大
事
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
被
災
地

以
外
の
僧
侶
の
方
々
も
是
非
ご
一
考
下

さ
い
。

　

ご
覧
頂
い
て
い
る
皆
様
の
ご
理
解
を

戴
け
た
ら
幸
い
で
す
。

�

合　

掌

　

本
会
で
は
国
内
外
に
お
け
る
災
害
救

援
や
人
道
的
支
援
等
に
対
し
、
緊
急
且

つ
迅
速
な
対
応
を
す
べ
く「
救
援
基
金
」

を
常
時
開
設
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
の

大
災
害
に
対
し
て
も
、
三
月
十
六
日
に

一
千
万
円
を
日
本
赤
十
字
社
に
寄
託
し

ま
し
た
。

　

今
後
も
、
現
地
の
被
災
者
に
最
も
役

立
つ
方
法
を
地
域
仏
教
会
、
仏
教
系
Ｎ

Ｇ
Ｏ
団
体
等
と
協
力
し
つ
つ
、
被
災
者

支
援
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
関
連
二
〜
五
頁
）

　

つ
き
ま
し
て
は
今
回
の
大
災
害
に
対

し
、
加
盟
団
体
、
各
ご
寺
院
、
檀
信
徒
、

門
信
徒
の
み
な
さ
ま
、
そ
し
て
宗
派
・

宗
教
を
超
え
て
、
み
な
さ
ま
の
温
か
い

浄
財
を
お
寄
せ
頂
け
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

尚
、
救
援
金
は
左
記
口
座
ま
で
お
寄

せ
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。

※�

指
定
寄
付
の
場
合
は
「
東
日
本
大
震

災
」
と
振
替
票
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

�

合　

掌

　
　
　

記

郵
便
振
替
口
座

口
座
番
号　

０
０
１
１
０

−

９

−

７
０
４
８
３
４

口
座
名
義　

全
日
本
仏
教
会
救
援
基
金

東
日
本
大
震
災
に
関
す
る

救
援
基
金
募
集
の
お
知
ら
せ

本
会
か
ら
の
お
願
い 

僧
侶
に
よ
る
被
災
地
支
援

ボ
ラ
ン
ティ
ア
結
成
の
お
願
い
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事
務
総
局
録
事

　三
月
（
十
六
日
～
三
十
一
日
）

十
六
日
▼�
国
際
仏
教
興
隆
協
会
理
事
会

出
席
（
増
上
寺
）

　
　
　

▼�

文
化
庁
宗
務
課
と
の
意
見
交

換
会
開
催
（
本
会
会
議
室
）

　
　
　

▼�

朝
日
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
木
村
氏
来
局

十
七
日
▼
東
映
㈱
来
局

二
十
四
日
▼
横
浜
地
検
吉
村
検
事
来
局

　
　
　
　

▼�

狭
山
事
件
の
再
審
を
求
め

る
市
民
集
会
参
加（
東
京
・

星
陵
会
館
）

　
　
　
　

▼�

朝
日
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
木
村
氏
来
局

二
十
五
日
▼�

花
ま
つ
り
推
進
の
た
め
河

野
会
長
と
面
談
・
協
議（
妙

心
寺
）

　
　
　
　

▼
局
内
会
議

　
　
　
　

▼�

公
益
法
人
電
子
申
請

　
　
　
　

▼
無
料
法
律
相
談
室

二
十
八
日
▼
疋
田
副
会
長
来
局

　
　
　
　

▼�

東
京
新
聞
篠
ヶ
瀬
氏
来
局

二
十
九
日
▼�

ル
ン
ビ
ニ
ホ
テ
ル
笠
井
氏

来
局

三
十
日
▼�

「
鎮
魂
と
慈
悲　

ブ
ッ
ダ
の

素
顔
展
」
プ
レ
ス
発
表
及
び

内
覧
会
出
席
（
ザ･

プ
リ
ン

ス
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
東
京
・
東

京
タ
ワ
ー
フ
ッ
ト
タ
ウ
ン
三

階�

タ
ワ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

三
十
一
日
▼�

日
本
宗
教
連
盟
幹
事
会
、

理
事
会
・
参
議
会
出
席�

　
　
　
　

▼
局
内
会
議

　四
月
（
一
日
～
十
日
）

一
日
▼
東
日
本
大
震
災
対
策
協
議
会

　
　

▼�

東
京
都
営
瑞
江
葬
儀
所
に
お
け

る
被
災
者
回
向
に
東
京
都
仏
教

連
合
会
、
江
戸
川
区
仏
教
会
と

と
も
に
参
加（
四
月
七
日
ま
で
）

五
日
▼
文
化
庁
宗
務
課
長
来
局

　
　

▼
局
内
会
議

七
日
▼
第
一
回
理
事
会

八
日
▼
ア
エ
ラ
藤
生
記
者
来
局

　
　

▼�

仏
教
伝
道
協
会
古
澤
氏
・
新
野

氏
来
局

　
　

▼�

岩
手
県
陸
前
高
田
市
の
不
明
遺

体
が
千
葉
で
火
葬
さ
れ
る
際
の

回
向
に
千
葉
市
仏
教
会
と
立
ち

会
い
及
び
回
向
に
参
加
（
千
葉

市
緑
区
千
葉
市
斎
場
）

九
日
▼�

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
「
親
鸞
聖

人
七
百
五
十
回
大
遠
忌
法
要
」

参
拝
（
理
事
長
・
事
務
総
長
）

正
泉
寺

大
藏
寺

太
福
寺　

佐
久
間
大
道

真
宗
木
辺
派　

法
瑠
寺

全
日
本
宗
教
用
具
協
同
組
合

全
日
本
葬
祭
業
協
同
組
合
連
合
会

財
団
法
人　

埼
玉
県
佛
教
会

社
団
法
人　

在
家
仏
教
協
会

高
野
山　

大
圓
院
会

山
梨
県
仏
教
会

五
戒
を
守
る
僧
侶
の
会

大
阪
府
柏
原
市
仏
教
会

臨
川
寺

テ
ィ
ケ
イ
ヘ
ン
デ
ル
ア
ー
ト

鳥
取
県
仏
教
連
合
会

H
akuin-Zen-Gem

einschaft�D
eutschland

時
宗
宗
務
所

長
野
県
仏
教
会

社
団
法
人　

徳
島
県
仏
教
会

宮
崎
県
仏
教
連
合
会

大
林
寺　

新
倉
善
秀

日
本
テ
ン
プ
ル
ヴ
ァ
ン
株
式
会
社

石
井
町
仏
教
会

西
山
浄
土
宗

総
本
山　

光
明
寺

天
性
寺

社
団
法
人　

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

萬
福
寺

東
京
都
仏
教
連
合
会

真
言
宗
中
山
寺
派　

大
本
山　

中
山
寺

信
州　

善
光
寺

真
光
寺

九
州
西
国
霊
場
会

長
野
県
飯
伊
仏
教
会

曹
洞
宗　

信
松
院　

檀
信
徒
会

清
水
寺　

清
水
宗
諦

長
野
県
佐
久
仏
教
会

永
津
貴
大

東
京
都
仏
教
連
合
会 

理
事
長 

山
田
一
眞

東
京
都
仏
教
連
合
会 

事
務
局
長 

新
倉
典
生

金
蔵
院　

眞
田
有
快

法
華
宗
真
門
流

水
月
寺　

志
賀
宏
二

朝
倉
寺

足
立
区
寺
院
共
済
会 

会
長 

望
月
信
與

小
樽
市　

龍
徳
寺

静
岡
県　

川
根
仏
教
会

浅
草
寺

大
安
寺

妙
国
寺

多
宝
寺

玉
林
寺　

長
谷
琢
堂

大
阪
市
此
花
区
仏
教
会

㈶
全
日
本
仏
教
会
会
長 

龍
門
寺 

河
野
太
通

新
照
寺　

渡
辺
章
悟

妙
義
教
会

妙
定
院　

小
林
正
道

日
本
仏
教
鑚
抑
会

寳
蓮
寺

神
奈
川
県
仏
教
会

�

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

�

合
計

　一
千
二
百
九
十
三
万
千
八
百
円

ご
支
援
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
救
援
基
金
」
寄
付
者
名�

（
三
月
二
十
二
日
～
四
月
十
五
日
）
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〒105−0011 東京都港区芝公園4−7−4 明照会館2階
電　話　03（3437）9275
ＦＡＸ　03（3437）3260

印刷所　ティケイ ヘンデル アート

本会協力『手塚治虫のブッダ展』東京国立博物館にて開催

仏像と漫画、トーハクでまさかの共演！
手塚治虫氏の漫画『ブッダ』の原画と本物の仏像が、東京国立博物館にて展示されます。
展覧会史上初の試みとなりますので、どうぞお見逃しなく参加下さい。

開館時間：４月26日㈫〜４月30日㈯　10：00〜16：00
　　　　　５月１日㈰〜６月26日㈰　９：30〜17：00
　　　　　（５月より、土・日曜日、祝日は18：00まで）
開催会場：東京国立博物館　本館特別５室（上野公園）
主　　催：東京国立博物館、東映、TBS
後　　援：読売新聞社
協　　力：�手塚プロダクション、日本通運、㈶全日本仏教会、

ニトリ
観覧料金：一般800円、大学生600円、高校生400円
前売り券・団体等割引有り
展示品数：約70点

詳細は下記公式ホームページ及びお電話にてお問い合わせ下さいませ。

03−5777−8600　http://www.budda-tezuka.com/

「おしゃかさまを　　
　　　　讃える夕べ」

　４月８日京都全日空ホテルに
て開催。約350名が参集し、花
まつり慶讃法楽・灌仏式・記念
講演「地下足袋の詩」─歩く生
活相談室32年─が行われた。

（主催　京都仏教会）

「花まつり」

　４月９日、京都市中京区新京
極通六角広場にて開催。園児行
列、震災の殉難者追悼法要が営
まれた。来場者に灌仏を呼びか
けた他、義援金の募金活動を行
った。
（主催　京都府仏教連合会）

「花まつりフェスティバル・
� イン・サンシャイン」
　４月５日、東京池袋のサンシ
ャインシティー噴水広場で開催。
法楽に加え稚児行列、募金活動、
アトラクションのフルート四重
奏等が行われ、「花の種」が参
加者に配布された。
（主催　豊島区仏教会・　 　

全日本仏教婦人連盟）

各地の花まつり写真集
─お釈迦様の誕生日をお祝いし、各地で花まつり行事が開催されました─




